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Ⅱ 工業用水道事業

1. 工業用水道事業の概要

2. 経営の状況

3. 阿南工業用水道で多発する渇水

4. 未売水と需要拡大

5. 全国状況

6. 工業用水道事業における課題について

１．工業用水道事業の概要

（１）設置目的及び施設一覧

 産業基盤としての工業用水道を整備する。

 地盤沈下、地下水塩水化防止を図る。

工業用水道名 水 源 給水能力
（㎥/日）

契約水量
（/日）

給水先
事業所数

給水区域 運用開始

吉野川北岸 旧吉野川 160,000 115,520 ２５ 徳島市、鳴門市、
板野郡

昭４３年４月

阿 南 那賀川 93,000 72,700 １０ 阿南市臨海部 昭４５年４月

合計 － 253,000 188,220 ３５ － －

昭和３９年、徳島市を中心と
する徳島県東部臨海地域が、
新産業都市建設法に基づく地
域指定を受ける

大 麻 旧吉野川 2,400 1,000 １ 鳴門市大麻町 昭４９年６月

※大麻工業用水道は、平成１８年度をもって事業譲渡（上記は平成１９年３月３１日時点）

昭和４０年代当初、吉野川下
流域では既存企業により地下
水汲み上げよるに影響が深刻
なものとなっていた。

（平成１９年４月１日時点）



2

吉野川北岸工業用水道

 吉野川の支流である旧吉野川の表流水を取水
 浄水場で水処理ののち給水
 昭和４３年に８０，０００ｍ3／日、更に昭和４９年
に８０，０００ｍ3／日の給水施設を設置し給水を
開始。

 昭和４９年には、泥土処理設備を設置。
 徳島市、鳴門市、板野郡の２５事業所に給水中。

 那賀川の河床に埋設した集水管より取水

 その伏流水を山腹の配水池トンネルへ揚水し、自
然流下により各企業へ給水

 昭和４５年に４６，５００ｍ3／日、更に平成８年に
４６，５００ｍ3／日の給水施設を設置し給水を開始。

 阿南市臨海部の１０事業所に給水中。

阿南工業用水道

（２）各施設の概況
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工業用水給水企業３５事業所の実態調査（平成１６年）
従業員数 約８，２００人
→工業関係の県内従業員数約50,000人の１６％に相当
年間製品出荷額 約５，９００億円
→県内製造品出荷額約１兆６，４００億円の３６％に相当

（３）契約水量と給水事業所数

当初（昭和４３年度）、３事業所、日量３万２千ｍ３で給水開始

平成１８年度では、３６事業所、日量約１９万ｍ３を給水
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（４）給水料金の状況

吉野川北岸工業用水道

Ｓ４３．４～ Ｓ４８．４～ Ｓ５０．１～ Ｓ５２．４～ Ｓ５６．４～ Ｈ８．４～

基本料金 ４．５ ６．０ ９．０ １１．０ １３．８ １４．８

超過料金 ９．０ １２．０ １８．０ ２２．０ ２７．６ ２９．６

当工業用水道では、責任水量制を採っている。

Ｓ４５．４～ Ｓ５０．１～ Ｓ５２．４～ Ｓ５６．４～ Ｓ６０．４～ Ｈ５．１０～

基本料金 ６．０ ９．０ １１．０ １３．８ １５．０ １６．０

超過料金 １２．０ １８．０ ２２．０ ２７．６ ３０．０ ３２．０

（単位：円／ｍ３）

阿南工業用水道 （単位：円／ｍ３）

•責任水量制とは、使用水量ではなく、契約水量に応じた料金徴収を行うもので、先行投
資した費用の採算性を確保し、経営の安定化につなげられる制度である。
•全国２４６の工業用水道事業のうち９２％が採用している。
•その他の料金制として「従量料金制」「基本水量制」 「二部料金制」があり、上水道の料
金などで採用されている。

収益が費用を上回っており、健全経営を維持している。
（平成１８年度で約１億６千万円の利益）
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２．経営の状況
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３．阿南工業用水道で多発する渇水

［渇水の現状］

［渇水対策］

 地下水送水設備の整備

 長安口ダム予備放流設備の改良

 那賀川渇水調整制度（水の和基金）の創設 など

４．未売水と需要拡大

［給水能力と契約水量］

工業用水道 給水能力（ｍ3/日）

ａ

契約水量（ｍ3/日）

ｂ

差 （ｍ3/日）

ａ－ｂ

吉野川北岸 １６０，０００ １１５，５２０ ４４，４８０

阿 南 ９３，０００ ７２，７００ ２０，３００

計 ２５３，０００ １８８，２２０ ６４，７８０

平成１９年４月１日現在の未売水の状況

 吉野川北岸工業用水道 ４４，４８０ｍ３ 未売水率 27.8％

 阿南工業用水道 ２０，３００ｍ３ 未売水率 21.8％
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５．全国の水使用量

６．工業用水道事業における課題について
～健全経営を続けていくために～

＜課題＞

 設備の機能維持

 阿南工業用水道で頻発する渇水

 未売水と需要拡大

＜意義＞

 産業の発展と地域の振興

 地盤沈下の防止と地下水塩水化防止

 非採算部門への取り組み


